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に対する感受性が Na+ や K+流出の結果と一致したことから，細胞壁でのイオン変動と防御応答に，強い関連があること
が示唆された。さらに，細胞壁 apyrase 阻害剤の影響を調べた結果，組織・細胞壁からのイオン変動を抑制ことから，細

























害剤に対する活性酸素生成の阻害と Na+ や K+流出の抑制が完全に一致することから，細胞壁に Na+ や
K+流出のための装置があり，細胞壁活性酸素生成との間には強い関連があることを発見した。また，細
胞壁 apyrase と Na+ や K+流出の関連を解析し，組織・細胞壁からのイオン変動が apyrase 阻害剤 NGXT191
で抑制されることも明らかにした。このように，病原菌シグナル（エリシター・サプレッサー）で制御
される Na+ や K+流出と細胞壁 apyrase，防御応答の密接な関連性を世界で始めて明らかにした成果は大
きい。以上の成果は，原著３報，６回の口頭発表で公表されている。以上より，論文は博士（農学）の
学位に値すると判断した。 
